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研
究
発
衷
要
旨

『
こ
れ
か
・
あ
れ
か
』
に
於
け
る
美
的
段
階
の
諸
相

渡

部

光

男

　
『
こ
れ
か
・
あ
れ
か
』
は
厳
密
に
は
三
部
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。
箆
一
蓋
は
A
と
呼
ば
れ
る
青
年
の
デ
ィ
ア
プ
サ
ル
マ
タ
と
諸

論
文
、
及
び
作
者
が
A
で
あ
る
可
能
性
も
持
た
さ
れ
て
い
る
ヨ
ハ

ネ
ス
の
日
記
で
あ
り
、
第
二
都
は
裁
．
判
官
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
言
う

倫
理
的
生
活
を
送
る
人
物
B
の
A
に
対
す
る
論
文
形
式
の
書
簡
で

あ
り
、
第
三
都
は
ユ
ラ
ン
の
荒
野
の
あ
る
教
区
牧
師
か
ら
の
B
へ

の
書
簡
で
あ
る
ウ
ル
テ
ィ
マ
テ
ィ
ウ
ム
で
あ
る
。
　
「
こ
れ
か
・
あ

れ
か
」
と
言
う
題
は
第
一
都
を
漁
己
の
実
存
と
し
て
選
び
と
る

か
、
そ
れ
と
も
第
二
部
か
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
著
作
の
背
後

に
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
は
美
的
実
存
か
宗
教
的
実
存
か
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
中
後
期
に
確
立
さ
れ
る
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の

実
存
の
段
階
説
も
し
く
は
領
域
説
が
、
七
つ
の
区
分
、
つ
ま
り
、

美
的
段
階
、
イ
ロ
ニ
ー
、
倫
理
的
段
階
、
フ
モ
ー
ル
、
宗
教
性
A
、

宗
教
性
B
、
宗
教
性
C
、
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
こ
れ
か
・

あ
れ
か
駈
に
於
い
て
は
そ
の
三
つ
ま
で
が
規
定
を
受
け
て
い
る
と

言
い
得
る
。

　
こ
こ
で
は
ま
ず
第
一
部
の
八
つ
の
都
分
を
整
理
し
、
美
的
生
存

が
⇔
コ
ω
凶
。
プ
に
は
如
何
　
な
る
も
の
か
を
示
し
た
上
で
、
第
二
部
の

「
均
衡
」
を
用
い
て
、
倫
理
的
段
階
か
ら
美
的
段
階
の
諸
相
を
分

析
し
、
整
理
し
、
そ
の
細
分
段
階
を
提
示
し
た
い
。
そ
れ
は
キ
ェ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
初
期
思
想
に
於
け
る
段
階
説
の
発
生
状
況
の
整
理

で
あ
り
、
　
「
均
衡
」
を
乎
が
か
り
に
、
美
的
段
階
及
び
疑
似
美
的

段
階
の
十
六
の
細
分
段
階
も
し
く
は
網
へ
の
分
割
可
能
な
こ
と
の

提
示
で
あ
り
、
第
一
部
そ
の
も
の
が
、
ロ
マ
ン
主
義
の
美
学
観
を

背
景
に
持
つ
こ
と
の
提
示
で
あ
る
。
同
時
に
こ
こ
に
は
宗
教
的
段

階
へ
の
上
昇
発
展
の
運
動
と
下
次
の
美
的
段
階
を
漂
理
的
に
支
配
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す
る
下
降
運
動
と
の
二
重
性
を
示
す
こ
と
も
意
図
さ
れ
る
。

　
周
知
の
通
り
美
的
段
階
も
し
く
は
領
域
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の

実
存
の
段
階
説
に
於
け
る
第
一
の
直
接
の
段
階
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
人
間
は
実
存
の
真
の
意
味
と
真
剣
さ
と
を
理
解
せ
ず
、
実
存
の

課
題
を
も
顧
慮
せ
ず
、
空
想
に
走
り
、
単
な
る
可
能
性
の
中
に
生

を
変
化
さ
せ
、
瞬
間
的
断
絶
的
に
生
き
る
状
況
で
あ
る
。
『
後
書
』

に
於
い
て
は
美
的
段
階
は
い
ま
だ
実
存
を
獲
得
で
き
な
い
実
存
、
馬

弓
性
、
倫
理
的
に
仕
上
げ
ら
れ
る
必
要
の
あ
る
憂
愁
と
し
て
規
定

さ
れ
る
。
更
に
宗
教
性
よ
り
児
た
場
合
、
『
こ
れ
か
・
あ
れ
か
』
第

一
部
は
隠
蔽
で
あ
り
、
第
　
一
部
は
開
示
で
あ
る
。
こ
う
し
た
美
的

段
階
と
し
て
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
弾
劾
し
よ
う
と
す
る
具
体
的
な

も
の
は
、
第
一
に
パ
ピ
ア
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
様
に
、
　
一
八
三

五
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
の
「
大
地
震
漏
以
後
の
自
己
の
生
存

で
あ
り
、
策
二
に
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
及
び
デ
ン
マ
ー
ク
・
μ
マ

ン
派
の
思
想
、
特
に
琉
・
シ
ュ
レ
…
ゲ
ル
の
ロ
マ
ン
的
イ
ロ
ニ
ー

の
思
想
で
あ
る
。
第
一
部
を
概
観
す
れ
ば
、
ω
「
デ
ィ
ア
プ
サ
ル

マ
タ
」
は
美
的
生
活
の
無
目
的
性
、
倦
怠
、
嘲
笑
、
現
実
軽
視
、
無

頼
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
美
的
生
活
の
基
本
的
気
分
を
示
し
て
い

る
。
特
に
憂
愁
が
こ
こ
で
示
さ
れ
る
。
②
「
直
接
的
必
発
ー
ス
的

段
階
」
に
於
い
て
は
、
単
な
る
感
性
の
段
階
で
の
、
直
接
性
に
於

け
る
美
的
生
活
の
諸
相
が
、
感
性
的
天
才
と
し
て
の
ド
ソ
・
ジ
ュ

ア
ン
の
分
析
を
通
し
て
描
か
れ
る
。
偶
「
悲
劇
論
」
及
び
㈲
「
影

絵
」
に
於
い
て
は
美
的
生
活
の
底
流
に
流
れ
る
絶
望
感
を
伴
っ
た

悲
劇
的
感
情
と
美
的
悲
哀
と
し
て
の
直
接
的
悲
哀
と
反
省
的
悲
哀

と
が
示
さ
れ
る
。
個
「
最
も
不
幸
な
者
」
に
於
い
て
は
美
的
生
活

の
持
つ
皮
肉
な
現
実
把
握
、
美
的
な
絶
望
、
美
的
生
活
の
矛
盾
性

と
無
意
味
さ
と
が
、
ロ
マ
ン
主
義
の
暗
い
側
面
を
示
し
な
が
ら
、

悲
哀
に
対
す
る
極
度
の
感
傷
の
態
度
の
中
に
描
き
出
さ
れ
る
。

個
「
初
恋
」
書
評
に
於
い
て
は
、
思
想
の
可
能
性
の
巾
を
か
け
め

ぐ
る
の
み
で
、
決
し
て
実
存
し
な
い
A
の
美
的
生
活
の
気
ま
ま
な

空
想
と
、
そ
の
浅
薄
な
欺
隔
的
性
格
が
示
さ
れ
、
ω
「
輪
作
」
に

於
い
て
は
美
的
生
活
そ
の
も
の
の
核
心
と
し
て
の
原
理
で
あ
る
輪

作
が
三
つ
の
次
元
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
㈲
「
誘
惑
者
の
日
記
」
に

於
い
て
は
反
省
的
誘
惑
者
の
概
念
と
そ
の
反
省
的
美
的
亨
楽
と
が

示
さ
れ
る
。

　
こ
の
…
様
な
第
一
都
の
様
相
を
倫
理
的
段
階
か
ら
整
理
し
、
上

昇
・
下
降
の
運
動
を
指
摘
す
る
の
が
「
均
衡
」
で
あ
る
。
美
的
段

階
に
は
素
朴
な
無
反
省
的
な
直
接
性
か
ら
、
反
省
を
伴
っ
た
深
刻
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な
絶
無
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
細
分
段
階
も
し
く
は
相
が
あ
る
。

な
お
又
本
来
は
美
的
段
階
に
所
属
し
な
い
が
、
か
と
言
っ
て
倫
理

的
段
階
に
も
到
達
し
得
な
い
、
い
わ
ば
疑
似
美
的
段
階
と
も
言
う

べ
き
も
の
の
細
分
段
階
も
あ
る
。
更
に
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
段
階

説
に
於
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
美
的
段
階
を
も
つ
ら
ぬ
い
て
、
初
期

に
は
倫
理
・
宗
教
的
な
も
の
に
、
後
期
に
は
宗
教
性
B
に
向
っ
て

開
示
を
求
め
る
、
い
わ
ば
上
昇
す
る
運
動
と
、
挫
折
に
よ
る
絶
望

と
、
上
昇
に
伴
い
低
次
の
諸
段
階
を
原
理
的
に
統
御
す
る
下
降
運

動
と
言
う
三
つ
の
モ
メ
ン
ト
が
常
に
認
め
ら
れ
る
。
さ
し
あ
た
り

美
的
段
階
に
於
い
て
は
、
上
昇
運
動
は
倫
理
・
宗
教
的
な
も
の
に

向
い
、
下
降
運
動
は
美
的
段
階
に
於
け
る
よ
り
低
次
の
細
分
段
階

に
向
っ
て
い
る
。
美
的
段
階
に
細
分
段
階
も
し
く
は
相
が
存
在
す

る
こ
と
は
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
自
身
の
言
葉
、
　
「
そ
れ
で
も
若
干
の

段
階
は
や
は
り
簡
単
に
の
べ
て
お
き
た
い
」
（
ω
＜
昌
H
㊤
ω
）
と
か
、

「
美
的
に
生
き
る
者
は
極
め
て
様
々
の
段
階
か
ら
…
…
」
（
ω
＜
該

這
①
）
な
ど
か
ら
容
易
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
　
上
昇
∴
卦
降
の
二
或

運
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
　
「
人
格
は
応
己
自
身
を
選
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
己
自
身
を
倫
理
的
に
、
美
的
な
も
の
を
絶
対
的
に

排
除
す
る
」
（
上
昇
）
、
し
か
し
「
け
れ
ど
も
人
間
は
自
己
自
身
を

選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
別
の
存
在
と
な
る
の
で
は
な
く
、
彼
自
身
と

な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
美
的
な
も
の
の
金
体
は
相
対
的
に
戻
っ
て

く
る
」
　
（
下
降
）
の
で
あ
る
。
美
的
段
階
は
全
ゆ
る
可
能
姓
の
権

化
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
破
滅
の
可
能
性
と
救
済
の
可
能
性
と
を

同
時
に
包
輸
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
美
的
段
階
の
第
一
の
相
は
「
素
朴
な
無
反
省
的
な
直
接
性
」
で

あ
り
、
こ
こ
で
は
人
格
は
精
神
的
に
で
は
な
く
、
肉
休
的
に
恋
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

的
に
規
定
さ
て
れ
い
る
。
美
的
段
階
の
第
二
の
相
は
「
亨
楽
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

提
・
を
外
部
に
求
め
る
人
生
観
」
で
あ
る
。
第
三
の
相
は
亨
楽
の
前

提
は
個
人
自
身
に
あ
る
が
、
個
人
自
身
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
人
格
は
こ
こ
で
は
一
般
に
才
能
と
し
て
規
定
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
相
は
い
わ
ば
低
次
の
美
的
段
階
で
あ
っ
て
、

人
生
の
基
盤
に
お
か
れ
て
い
る
も
の
は
単
純
な
も
の
で
あ
る
。

『
不
安
の
概
念
』
に
於
い
て
は
　
「
無
精
神
性
」
と
し
て
規
定
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
状
態
に
於
け
る
上
昇
の
契
機
で
あ
る
不
安
は
潜
在
的
に

存
在
し
て
い
る
。
　
『
死
に
至
る
病
』
に
於
い
て
は
何
の
反
省
を
持

た
な
い
直
接
的
人
闘
の
状
態
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
垂
的
段

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

階
の
第
四
の
相
は
多
様
な
も
の
を
人
生
の
基
盤
と
し
、
↓
4
3
眼
な
反

省
を
伴
う
人
生
観
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
人
生
は
事
楽
す
べ
き
も
の
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と
し
て
、
欲
望
の
お
も
む
く
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
と
し
て
宣
言
さ

れ
る
。
欲
望
の
対
象
は
多
様
で
あ
り
、
典
型
と
し
て
ネ
ロ
が
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
る
。
美
的
段
階
の
第
五
の
相
は
「
自
己
田
楽
」
で
あ
る
。
平
楽

の
対
象
を
自
己
自
身
と
し
、
事
楽
の
中
で
自
己
自
身
を
反
省
的
に

亨
介
す
る
。
こ
こ
に
は
程
度
の
高
い
反
省
が
伴
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
こ
う
し
た
細
分
段
階
に
運
動
が
加
わ
る
。
美
的
段
階
の
第
六
の

へ相
は
、
こ
れ
ら
諸
段
階
に
不
．
珂
欠
の
運
動
が
加
わ
り
、
挫
折
と
し

て
の
絶
望
、
つ
ま
り
絶
望
A
に
直
面
す
る
段
階
で
あ
る
。
美
的
段

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

階
の
第
七
の
相
は
、
絶
望
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
絶
望
A
と

異
な
り
、
何
か
個
物
に
対
す
る
絶
望
で
は
な
く
、
思
想
上
の
絶
望

で
あ
り
、
絶
望
B
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
最
も
不
幸
な
者
」
に
も
示

さ
れ
る
様
に
、
こ
の
段
階
全
体
が
倫
理
・
宗
教
的
な
も
の
に
向
う

上
昇
の
契
機
で
あ
る
と
同
時
に
転
落
の
契
機
で
も
あ
る
。
美
的
段

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

階
の
第
八
の
相
は
「
詩
人
の
実
存
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
詩
作
を
通

じ
て
自
己
を
獲
得
し
た
詩
人
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
不
幸
な
生
存

で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
マ
ン
主
義
全
体
に
対
す
る
発
言
で
あ
る
。
簾

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

九
の
相
は
美
的
段
階
と
倫
理
的
段
階
と
の
境
界
領
域
で
あ
る
イ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ニ
…
で
あ
る
。
美
的
段
階
と
倫
理
的
段
階
と
の
接
触
と
し
て
の
第

へ
　
　
　
ゐ
　
　
へ

十
の
相
は
「
選
択
」
で
あ
る
。
倫
理
的
段
階
へ
の
飛
躍
の
契
機
と

し
て
選
択
は
絶
対
的
で
あ
り
、
絶
望
の
中
で
絶
対
的
な
も
の
を
選

択
す
る
。
こ
の
歪
な
移
行
の
過
程
に
於
い
て
示
さ
れ
る
も
の
が
、

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

第
十
一
の
相
で
あ
る
「
後
悔
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
自
己
獲
得

の
行
為
を
あ
ら
わ
す
表
現
で
あ
る
。
こ
の
様
な
絶
望
・
選
択
・
後

悔
の
状
況
に
あ
っ
て
、
一
歩
踏
み
ち
が
え
れ
ば
落
込
む
恐
ろ
し
い

邪
路
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
疑
似
美
的
段
階
の
一
つ
で
あ
る
「
悪
魔

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ

的
な
も
の
で
あ
り
、
第
十
二
の
相
で
あ
る
。
自
己
が
絶
対
的
に
選

択
せ
ず
に
、
自
己
の
絶
望
を
有
直
な
意
味
で
望
み
、
自
己
の
最
も

内
的
な
本
質
が
絶
望
の
中
で
突
破
に
ま
で
至
ら
な
い
と
き
、
そ
れ

は
閉
じ
こ
も
り
、
硬
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
美
的
段
階
に
共
通
す
る
美
的
真
剣
さ
が
あ
り
、
そ
れ
が
第
十
三

の
相
で
あ
る
。
同
様
に
美
的
段
階
に
共
通
す
る
気
分
性
が
あ
り
、

ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

第
十
四
の
相
で
あ
る
。
第
十
五
の
相
は
疑
似
美
的
段
階
の
一
つ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
「
ナ
ル
シ
ス
の
段
階
」
で
あ
る
。
簾
十
六
の
相
は
疑
似
美
的

段
階
の
一
つ
と
し
て
「
悲
哀
に
沈
め
る
者
」
で
あ
る
。
こ
う
し
て

「
均
衡
偏
に
於
い
て
は
十
六
の
相
の
も
と
に
美
的
階
段
が
示
さ
れ
、

美
的
段
階
の
細
分
段
階
が
八
、
美
的
段
階
と
倫
理
的
段
階
の
移
行

に
認
め
ら
れ
る
相
が
六
、
美
的
段
階
に
共
通
に
認
め
ら
れ
る
梢
が

二
で
あ
る
。
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